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E-mailciesj-desk@bunken.co.jp 
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E-mailciesj-post@bunken.co.jp 
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E-mail: ibunkakan38@gmail.com 
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◎主要駅からの所要時間

JR 仙台空港アクセス線　 （快速 17分）
　　　　　　　　　　 　　　仙台 行　　 （各駅停車 25分）

　　　　　　　   地下鉄東西線 
仙台 ̶̶̶̶̶　　　八木山動物公園 行　　　　̶̶̶̶̶̶  川内駅
　　　　　　　   タクシー　　　　　（約 15分）

　　　　　　　　地下鉄東西線　　　　 
　　　　　　　　　　 八木山動物公園 行

仙台

至 東京

至 盛岡

青葉山 川内

東
北
新
幹
線

地下鉄東西線

東北大学
川内キャンパス

宮城教育大学

キャンパス直結徒歩 約10分

JR
仙台空港
アクセス線

6/16 (金)

プレセミナー
会場

6/17 (土)
6/18 (日)

大会 会場

仙台空港

会場へのアクセス

至
八木山動物公園

（7分）

仙台 ̶̶̶̶̶ （9分） ̶̶̶̶̶̶ 青葉山駅

仙台空港 ̶̶̶ ̶̶ 仙台駅



東北大学

地下鉄東西線
川内駅

文科系総合講義棟

◆ 6月17日(土)、18日(日)の会場は「東北大学 川内キャンパス」です。
◆ 大会は「文科系総合講義棟」と「中講義棟」で行われます。

中講義棟

キャンパスマップ

徒歩 約10分

川内萩ホール東北大学附属図書館

教育・学生総合支援
センター

青葉山

川内キャンパス
正門

国際センター



プレセミナー 会場
萩朋会館

宮城教育大学
◆ 6月16日(金)のプレセミナー会場は「宮城教育大学」です。
◆ プレセミナーは「萩朋会館」で行われます。

至青葉山駅

徒歩 約10分
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文科系総合講義棟
2F

文科系総合講義棟
1F

フロアマップ

地下鉄 川内駅、川内北キャンパス 方面

地下鉄 川内駅、川内北キャンパス 方面



中講義棟 2F

中講義棟 1F

地下鉄 川内駅、川内北キャンパス 方面

地下鉄 川内駅、川内北キャンパス 方面
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l l l l l l � � http://www.intercultural.jp/iesj2017/apply.html 
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��¼ 38Ò��Ó)?ÔA�l iesj-desk@bunken.co.jp 
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¼ 38Ò��ÕÖ×<�  l  e-mail	ibunkakan38@gmail.com 

?Ã@pq'ÍkÎÏE½l e-mail	ichinose@staff.miyakyo-u.ac.jp 
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教室型実践における異文化間能力育成 

―国際バカロレアに基づいた中学校社会科での育成プロセスを事例に― 

津山直樹（東京学芸大学附属国際中等教育学校/中央大学大学院） 

１、本研究の目的と分析の視点 

 本研究では、学校の教室で実践される授業においてどのように異文化間能力を育成する

かを研究課題とし、その育成プロセスを分析することで異文化間能力の育成をめざす授業

実践の効果と課題を示すことを目的とする。

 工藤和宏の異文化間教育学における実践的な手法の分類によると、ここで取り上げる実

践は「⑴教室型の手法」であり、「⑴学習者の態度変容や能力の向上の重視」「⑵教育者と

学習者の固定的な役割と関係性」という二つの傾向を持つもの（工藤、2016：104）である。

このことを踏まえて「学習者の態度変容や能力の向上」プロセスを分析するために分析の

視点としてナラティヴ・アプローチを採用する。また、分析するナラティヴは、教育者（授

業実践者である筆者）がグローバル化に対応するために必要な資質・能力を学習者（生徒）

に習得・活用させるために実施したパフォーマンス評価の評価対象となる課題に対しての

生徒たちの成果物や振り返りコメントなどである。

 野口裕二によるとナラティヴ・アプローチとは「なんらかの現象を研究したり、なんら

かの対象に働きかける実践をする際に、ナラティヴという形式を手がかりにする」（野口、

2009：18）アプローチであるという。本研究では、学習者の異文化間能力を育成するため

に教育者がどのように働きかけるのかを明らかにする。ここでの働きかけとは、教育者が

設定する授業の目標、教育内容や授業形態の選択、パフォーマンス評価のための課題や教

師と生徒の対話や生徒同士の対話など授業における実践そのものも含まれる。このように

教育者の働きかけと学習者の語り直しの相互作用を分析する。

 次に、パフォーマンス評価であるが、西岡加名恵によると「知識やスキルを使いこなす

（活用・応用・総合する）ことを求めるような評価方法の総称」と定義しており、そのた

めに必要なのが「様々な知識やスキルを総合して使いこなすことを求めるような複雑な課

題」である「パフォーマンス課題」であるとしている（西岡、2016：20）。また、「パフォ

ーマンス課題」を実施する際に、ルーブリックは教育者が設定したパフォーマンス課題の

意図や手順、評価の観点を示している。これを学習者に事前に提示することで、教育者の

働きかけを共有できるという点で教育者と学習者の関係性に大きな影響を与える。

以上をふまえて、国際バカロレア（International Baccalaureate、以下 IB と略）認定校で、

筆者が実践した社会科の授業実践を分析する。

２、IB と異文化間能力 

本研究で取り上げる実践は、①学校教育の中で行われる授業という教室型実践であるこ

と、②IB のプログラムに基づいており、グローバル化に対応する資質・能力を育成する実

践であることという二つの特徴がある。

「規準 A：知識と理解」「規準 B：調査」「規準 C：批判的思考」「規準 D：コミュニケー

ション」という「2013 年度第１学年基礎地理 評価規準（評価の観点）実践校バージョン」

（IB の Middle Years Programme（以下 MYP と略）の Humanities（現在は Individuals and 
societies）のもの）と「社会的事象への関心・意欲・態度」「社会的な思考・判断・表現」「資

料活用の技能」「社会的事象についての知識・理解」という「日本の中学校社会科地理的分

野の観点別評価」のそれぞれの４観点を知識・技能・態度の三つの視点から分類し、本研



究における異文化間能力として示したのが、＜表１＞である。本研究で取り上げる実践は、

中学校社会科地理的分野における日本地理であり、年間を通してのテーマを「日本の多文

化的状況を探る」に設定しており、「マジョリティとマイノリティ」や「ニューカマー」「オ

ールドカマー」など在日の外国人に焦点を当てた学習内容を構成したため、＜表１＞に示

したような「異文化間能力」となった。

＜表１＞IB の評価規準と社会科の観点別評価の４観点からみる異文化間能力 
Humanities 社会科 異文化間能力

知識

・規準 A「人文科学用語の正確性」

「事実とアイデアについての詳細な

知識と理解」

・社会的事象について

の知識・理解「地域構

成や地域的特色、地域

の課題についての理

解とその知識」

・日本の多文化的状況「マジョリ

ティである日本人とマイノリティ

であるニューカマー・オールドカ

マーというカテゴリーの理解」「マ

イノリティについての知識」

技能

・規準 B「簡単な計画の実行」「いく

つかの情報を収集、記録するために、

複数の方法を正確に使用」

・規準 C「アイデア、事象、論点ま

たは議論の要点」「多くの資料の分

析」「異なる視点との識別」「情報を

関連させ、妥当な意見を述べる」

・規準 D「伝達の方法」「情報の組織

立て」「出典の明示」

・社会的な思考・判

断・表現「地理的事象

を多面的・多角的に考

察・公正に判断・適切

に表現」

・ 資 料 活 用 の 技 能

「 様 々 な 資 料 の 収

集・情報の取捨選択・

読み取り結果のまと

め」

・グローバル化による人の移動「日

本の社会構造の変化の考察、グロ

ーバル時代における日本のこれか

らへの判断と自分の意見の表現」

・マジョリティとマイノリティの

現状をつかむ資料「当事者性をも

たせることができる資料の比較・

選択、読み取り、情報のまとめ」

態度

・探究する人「熱意をもって学び、

学ぶ喜びを生涯を通じてもち続け

る」

・振り返りができる人「自分自身の

学びと成長を促すため、自分の長所

と短所の理解」

・規準 B「研究クエスチョンの選択

と応答」

・社会的事象への関

心・意欲・態度「地理

的事象への関心を高

め、意欲的に追究」「各

地域の特色について

認識を養おうとする」 

・マジョリティの変容「日本人と

いうカテゴリーの問い直しとそれ

に基づくこれからの日本人として

のあり方」

・マイノリティの気づき「自分の

アイデンティティはどのようなも

のかを認識するためのメタ認知」

 本研究においてはこれからの異文化間教育学でますます重視される「カテゴリーの問い

直し」や「自分自身のアイデンティティ認識のためのメタ認知」を「態度」とし、IB や日

本の社会科と共通している点が多い「知識」「スキル」とあわせて異文化間能力とする。

３、まとめ

 授業実践の分析の詳細は当日の報告にて行うが、本研究では異文化間能力を設定するこ

とで、教師が生徒の多様な側面に気づき、教師が設定した授業実践の予期していなかった

新たな効果を検証できた。つまり、異文化間能力は教師と生徒の関係が固定的である教室

型実践から教師と生徒の関係が固定的ではない生成的な実践へと転換させる契機になりえ

ることを示した。

 一方で、課題としては学校教育の中で異文化間能力を設定し、生徒の作品によりカテゴ

リーの組み替えを見取ることは、どのくらい妥当性があるのかが挙げられる。この点は、

生成的な実践を行う中で、異文化間能力をどのように設定するべきなのか、あるいは設定

する必要があるのか（評価するかどうか）という授業実践の根本的な問題を提起している。

＜参考文献＞

工藤和宏（2016）「異文化間教育学の実践とその研究手法」佐藤郡衛・横田雅弘・坪井健編

『異文化間教育のフロンティア』明石書店

西岡加名恵（2016）『教科と総合学習のカリキュラム設計－パフォーマンス評価をどう活か

すか－』図書文化

野口裕二（2009）『ナラティヴ・アプローチ』勁草書房 



海外日本語教師アシスタント実習プログラムにおける異文化間能力 

―日本人性に着目して― 

青木 香代子（茨城大学）

１．はじめに 

本発表では、A 大学においてグローバル人材育成推進事業の一環として実施されてきた

SEND プログラム（海外日本語教師アシスタント実習プログラム）に参加した学生の異文化

間能力を取り上げる。文部科学省は、グローバルな舞台で活躍できる人材に必要な要素の

一つとして、「異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー」を挙げている。

ここでは、「日本人」とは誰のことを指すのかが問われることはないままに「日本人」が「異

文化を理解する」とされている。同様に、本発表で取り扱うような海外体験プログラムに

おける「異文化理解」というとき、「異文化」を理解しようとしているのは「（マジョリテ

ィの）日本人」であることがほとんどである。しかし、特権性を持つ「日本人」の側の視

点が批判的に問われることなく、海外体験によって異文化に対する理解が深まり、意識変

容が促されるとされることが多いのではないだろうか。海外体験プログラムは、「日本人で

あること」を問う（問い直す）きっかけとなる可能性があるはずであるが、その問いが深

められることは少ないのではないだろうか。「異文化間能力をいかす」ことを考える際にも、

「異文化」と接する、あるいは向き合う側の「（マジョリティという特権性を持った）日本

人であること」の視点が必要であると考える。自文化の透明性（それまで当たり前と考え

てきたこと）や日本人であることの特権性や優位性に気づき、自分や他者の文化やアイデ

ンティティを相対的に捉え、自分とは異なる背景を持つ他者とよりよい関係を築いていく

ことが重要である。

本発表では、SEND プログラムに参加した学生の報告書の分析を中心に、「日本人性」か

ら見た異文化間能力にはどのようなものが見られたか、また異文化間能力に含まれる日本

人性の認識の段階にはどのようなものがあるかを明らかにすることを目的とした。

２．先行研究の検討と分析枠組み 

「日本人性」は、ホワイトネス研究の視座に着想を得たものである。ホワイトネスとは、

Frankenbeg（1993）によれば、歴史的、政治的、社会的、文化的、経済的に構築されてきた

もので、アメリカ合衆国において「ヨーロッパ系白人」とされる人たちが持っている特権

や無徴化された文化や規範、価値観を含む。Frankenberg は、ホワイトネス研究の観点から

見た人種の認識について、（１）人種の不認識、（２）人種の違いの否定・回避、（３）人種

とその社会構造・権力についての再考、（４）沈黙から言葉へ、（５）言葉から行動へのプ

ロセスがあると分析した。翻って、日本人性は、可視化されない社会的規範を形成し、構

造的な特権を持つことを含意している（松尾 2005）。さらに戴（2005）は、文化的差異の尊

重や理解にとどまるのではなく、「日本人であること」がどのような社会的、文化的優位性

を内包しているのかを問うことが重要であると指摘している。

これらの視点から異文化間能力について見てみると、他者の文化に対する敬意や寛容さ

（態度）、文化的自己認識、他者の文化に対する理解（知識・理解）、観察する・分析する・

関連付ける・批判的思考力（スキル）だけでなく、柔軟性、文化相対的視点やクリティカ

ルな文化意識が重要である（Deardorff 2006; Byram 2009）。これに加え、自文化の透明性や、

自分の中の偏見やステレオタイプ、特権性や優位性に気づき、他者と対等で水平的な関係

を築くことも日本人性の観点から見た異文化間能力であるといえる。



３．研究方法 

本発表では、2013 年度～2014 年度に SEND プログラムに参加した 2 期生 33 名および 2015
年度～2016 年度に参加した 4 期生 34 名のうち、異文化間能力に関して記述が厚いと思われ

る学生計 14 名（2 期生 6 名、4 期生 8 名）がプログラム終了後に提出した報告書を中心に

分析した。分析方法として、クレズウェル（2007）が示した質的研究の分析手順および佐

藤（2008）のオープン・コーディング、焦点的コーディングを援用した。 

４．考察 

４－１．日本人性の視点から見た異文化間能力 

①派遣先へのイメージの変化：学生は、派遣先の教員や学生との交流を通して、それまで

抱いていた派遣先に対するイメージが変化した。また、アジアへの帰属意識に気づいたと

いう学生もいた。【文化的自己認識】【関連付けるスキル】

②学習者の文化的背景への対応：タイの大学で実習を行った学生は、教科書で使用されて

いる語彙の説明に含まれる文化的意味に気づき、それに対応させることができた。【クリテ

ィカルな文化意識】【文化相対的視点】【柔軟性】

③日本語母語話者教師としての特権性への気づき：中国の大学で実習を行った学生は、日

本語を教える際、教師として、また日本語母語話者として持ち得る特権性について省察し、

学習者と対等な関係を築こうとしていた。【特権性への気づき】

４－２．日本人性の認識の段階 

上記①～③は、Frankenberg が示した認識の段階で見ると、それまでの自分が当たり前に

捉えてきたことを見直しており、「社会構造・権力についての再考」の段階であるといえる。

特に③は、日本語母語話者教師としての特権性や学習者との対等な関係を築くことの重要

性にも触れている。その一方で、学生の中には異文化との共存や異文化環境での適応には

否定的な記述も少数ではあるが見られた。これらは「違いの否定・回避」の段階であると

考えられる。

海外日本語教師アシスタント実習において、参加学生の異文化間能力には、文化相対的

視点やクリティカルな文化意識、特権性への気づきなど、日本人性の視点から見ても重要

なものが見られた。また、日本人性の認識については、特権性やそれを生み出す社会構造

には無自覚であることが多かったため、自分と異なる文化を持つ人と協働していくために

は、このような視点も意識したプログラム作りが必要である。
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地域日本語教育が育む異文化間能力 

―対話を通じて― 

中川祐治（福島大学）

１．地域日本語教育と異文化間能力

地域日本語教育は、「多言語多文化を背景とする住民を含めた地域社会形成のための、

地域社会を基盤とした多面的重層的なシステム」(日本語教育学会編，2008: 13) であると

され、また、「地域社会と密着し生活を基盤として日本語学習を位置づける社会型日本語

教育」であって、「日本で暮らし、働く外国人の日本語学習を支援する活動は、大学や日

本語学校で行われる学校型の日本語教育と区別」されるものであるといった指摘もある(日
本語教育政策マスタープラン研究会，2010: 21)。 

事実、実際の場は、いわゆる日本語ボランティア教室という名称で、ボランティアの手

によって行われるボランタリーな市民活動であって、参加者が一定ではない、多くは 1 週

間に 1 回、毎回 2 時間程度といった時間的制約がある、学期などの時間的区切りがないと

いった、非意図的、非計画的な営みであり、その性質は、いわゆる「教育」よりも「福祉」

の領域にちかいものであるといえる。そこで育まれ育もうとする能力は「文脈や状況と切

り離した個人内に獲得・蓄積された知識や技能をとらえる静的で個体主義的な能力観では

なく、社会の具体的な状況において他者との関係性の中で発現する動的な能力」(日本語教

育学会編，2008: 24)としてとらえるべきものであって、その能力を生かしながら「異なる

言語文化背景を持つ者同士が関わりの中で共通に抱えている問題を解決していくことが必

要であ」り、「現実における問題を解決するためには、協力関係を作りその関係を維持し

て行くための知識やスキルが必要となる」(日本語教育学会編，2008: 25)だろう。 
また、先行研究によると異文化間能力とは、たとえば、「個々の異文化的知識、技能、

態度にもとづき、異文化的状況で効果的かつ適切にコミュニケーションをとる能力」「参

照枠を適切に変更し、文化的コンテクストに行動を適応させる能力」(Deardorff，2006)、
「異文化環境下で仕事や勉学の目標を達成し、文化的・言語的背景の異なる人びとと好ま

しい関係をもち、個人にとって意味のある生活を可能にするための能力や資質」(山岸，

1995)といったものがあげられているが、これらは地域日本語教育の場で育まれ育もうと

する能力に重なるものであるいえよう。では、これらの能力を育むにはどのような方法が

考えられるだろうか。Byram(2008)は「相互文化的出会いについての自分誌」を記し分析

することの教育的有効性を主張する。日本語教育学会編(2009)においても、地域日本語教

育における「評価」的視点の必要性に言及する中で、活動の記述・分析にもとづく自己評

価の重要性を説く。いずれにしても、そこには自らをふり返り、省察する行為が要となる。

２．リサーチ・クエスチョン・研究方法

 本発表では、地域日本語教育の参加者のうち支援者に着目し、リサーチ・クエスチョン

として「地域日本語教育の文脈において異文化間能力はどのように育まれるのか」を設定

し、あわせて、地域の日本語支援者は、実践の中でどのような「暗黙知」「実践知」を用

いているのか、自分自身の実践についての省察を通して、いかに実践を捉え直し、どのよ

うに実践をつくりかえることができるのかといった点についても言及する。実際の方法と

しては、5 人の調査協力者に対してエピソード記述を依頼し、それにもとづくインタビュ

ーを行う。そのインタビューを言語データとして SCAT 法による分析を行い、ストーリー

ラインを描くことによって上記のリサーチ・クエスチョンに迫る。自らの実践についてふ



り返り、それを他者(発表者)に語ること、対話という相互行為を通じて引き出され、ある

いは掘り出され、見出された能力を、地域日本語教育が育む異文化間能力として整理する。

３．結果

今回の発表では、地域日本語教育における、狭義の場(学習の場)である日本語ボランテ

ィア教室ではなく、広義の場(協働の場)である地域社会における活動、具体的には、映画

制作活動からのエピソード／インタビューから浮かび上がった A さんの「物語」について

の報告を行う。

支援者 A さんは、留学生 O 君、K 君を誘い、映画製作の活動に共に参加する。極度の

人見知りである O 君については、A さんはまさか参加するとは思っていなかったが、3 日

間の活動の中で、最初は音響班で音響機器の操作を教えてもらい、さらに謎の外国人 O と

いう役を与えられ、そこで周囲が驚くほどの熱演をする。O 君は、この映画製作活動の中

で自分の居場所を見つけ、大きく変化する。その結果、A さんは、O 君に対するこれまで

の認識を一変させる。他方、K 君は、日本語のレベルは O 君よりも高く、これまでも地域

の活動に参加した経験があることから、A さんは安心していたが、周囲に溶け込もうとせ

ず、次第に居場所を失ってしまう。A さんは、ハラハラして何度も口出しをし、そこで自

分の中に母親のような感情が芽生えていることに驚くが、自分自身の本来の業務、立場と

の間に齟齬が生じ、そのため、彼への対応をめぐって葛藤が生じることとなる。

以上の「物語」から、能力に関する知識、技能、態度に関わる諸要素を見出すことがで

きた。さらに、これらの能力は、【ものづくりの知識】【地域社会の理解】【ファシリテ

ーションスキル】【デザインする力】【役割の組み換え】【シチズンシップ】といった能

力としてモデル化し、地域日本語教育の場に転用することが可能となる。

４．考察・成果

 以上を、本年度のテーマである「異文化間能力を生かす」という観点からみると、「生

かす」という概念には、異文化間能力の概念をプログラムの PDCA に生かして活用すると

いう側面と、異文化間能力の概念をふり返りや気づき、意味づけの視点として活用すると

いう側面があると考えられるが、地域日本語教育の文脈では後者の視点がより重要となる。

即ち、支援者がアプリオリ的に、何らかの意図や目的をもって行う行為よりも、結果とし

て立ち現れる影響や効果に着目する必要がある。しかしながら、大半の支援者は、それら

に意識を向けることは少なく、それらは気づかれることのないまま、日々の活動の中に埋

没する。本研究では、支援者との対話を通じて、それら埋没しかけた出会いや体験に気づ

きや発見をもたらし、解釈、関連づけを行うことによって、異文化間能力の観点から意味

づけを行うことができた。またこれらは、地域日本語教育の場において、その環境下のも

と相互行為的に育まれるものであり、さらに対話という省察的営みを通じてメタ的に、支

援者と発表者の相互においても育まれる能力であると考えられる。
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 個人 ― 共同 ― ケース／パネル ― ポスター 

個人発表 105 6 月 17 日

司会：加賀美常美代（お茶の水女子大学）

15:00―15:30 移住者に対する第二言語教育における隠れたカリキュラムと課題提起型第二言語識

字教育の可能性：韓国移住女性人権センターの取り組みを踏まえて 

藤田 美佳（奈良教育大学）

15:30―16:00 「文法を重視する」という教師の日本語教育の考え方はどのように作り出されている

のか―言語教育のローカル化の視点から― 

瀬尾 匡輝（茨城大学）

16:00―16:30 移民的背景をもつ人々が学ぶ日本語学習の内容の検討  

－異文化的背景を配慮したドイツの統合コースの教科書を参考に－ 

足立 祐子（新潟大学グローバル教育センター）

16:30―17:00 日本語を第二言語とする子どもたちを対象とした教科書リライトの二つの方向性と

検討課題 

鎌田 美千子（宇都宮大学）

個人発表 211 6 月 17 日

司会：久保田真弓（関西大学）

15:00―15:30 日本人学生と留学生の協同学習による多言語ニュアンスの理解 

―『星の王子さま』の多言語バージョンの読解を通じて― 

李 暁燕（九州大学大学院比較社会文化研究院）

15:30―16:00 異文化間協働学習による留学生と日本人学生の心理的変容 

−国際共修における「接触理論」の可能性- 

西岡 麻衣子（関西大学大学院外国語教育学研究科）

16:00―16:30 プロジェクト型「国際共修」における学生の異文化理解への意識と行動の変容 

―仙台市の国際化推進プロジェクトを事例として― 

水松 巳奈（東北大学）

16:30―17:00 ノルウェーにおける独立心概念の表れ方−グローバル人材への示唆を得るために− 

鈴木 京子（首都大学東京国際センター）



 個人 ― 共同 ― ケース／パネル ― ポスター

個人発表 212 6 月 17 日

司会：塘利枝子（同志社女子大学）

15:00―15:30 日系国際児の進路選択 ―ある大学生のライフストーリーを事例として― 

小林 美文（立教大学）

15:30―16:00 国際結婚したフィリピン人母はいかにして日本社会・文化へ適応していったか 

－新たな適応プロセス・モデル構築の試み－ 

浅井 直子（明星大学通信制大学院教育学研究科教育学専攻  博士後期課程）

16:00―16:30 在韓日本人母の縦断的言語使用調査－子どもへ母語を使用しない母を中心に－ 

花井 理香（関西学院大学大学院言語コミュニケーション文化研究科）

16:30―17:00 移住定住者の心理適応とその課題を把握するための実証研究 

～心理臨床的視点から捉えたとっとり創生～ 

藤田 恵津子（公立鳥取環境大学）

個人発表 213 6 月 17 日

司会： 工藤和宏（獨協大学）

15:00―15:30 対話による自己理解を目指した実践と効果 

—ヒューマンライブラリーにおける「本」の語りから— 

菅原 早紀（筑波大学大学院図書館情報メディア研究科）

15:30―16:00 繰り返し参加する「本」の動機に関する考察 

－ヒューマンライブラリーNagasaki の事例から－ 

宮崎 聖乃（長崎外国語大学 外国語学部国際コミュニケーション学科）

16:00―16:30 ヒューマンライブラリーを読み解くー対話世界の構築と視界の相互性ー 

坪井 健（駒澤大学文学部社会学科）

16:30―17:00 ヒューマンライブラリーの効果～「読者」アンケートを中心として～ 

横田 雅弘（明治大学国際日本学部）



 個人 ― 共同 ― ケース／パネル ― ポスター 

個人発表 経済学部第３講義室 6 月 17 日

司会：見世千賀子（東京学芸大学）

15:00―15:30 混住寮におけるレジデント・アシスタントの成長プロセス 

－複線径路等至性アプローチによる類型化― 

吉田 千春（明治大学大学院 国際日本学研究科）

15:30―16:00 インタビュー活動を通じた社会参加 

：国際文化フォーラム「ときめき取材記」の実践研究 

三代 純平（武蔵野美術大学）

16:00―16:30 グローバルな地域社会を支える学びの形成 

―「やさしい日本語」を通して見えてきたこと― 

秋元 みどり（上智大学）

16:30―17:00 「多文化共生」の課題解決に向けたコミュニケーションに関する一考察 

：地域の事例に基づいて 

金 明美（静岡大学情報学部情報社会学科）

個人発表 文学部第１講義室 6 月 17 日

司会： 野山広（国立国語研究所） 
15:00―15:30 ビデオレター交流を取り入れた母語教育 

—日本にルーツを持つ韓国の子どもたちと日本人大学生の学び— 

高橋 朋子（近畿大学日本語教育センター）

15:30―16:00 異文化間で効果的に活躍できる人材育成をめざして 

—オンラインによる日米協働型の日本文化授業 COIL の試み— 

小玉 安恵（California State University San Jose）  

16:00―16:30 文化の重層性を体感させる「日本事情」の試み 

―日本国内における留学生教育を対象として― 

藤 美帆（広島修道大学）

16:30―17:00 ユネスコの地球市民教育における多元的アイデンティティ形成の課題 

−アイデンティティ教育の新たな展望− 

小林 亮（玉川大学教育学部）



 個人 ― 共同 ― ケース／パネル ― ポスター

個人発表 法学部第３講義室 6 月 17 日

司会： 川﨑誠司（東京学芸大学） 
15:00―15:30 在日ブラジル人の教育 － 進学と日本社会での自立 

田中 真奈美（東京未来大学モチベーション行動科学部）

15:30―16:00 イタリアのＳ幼児学校における異文化間教育 

―「～にとって大事なもの」への配慮を養う 

髙橋 春菜（盛岡大学）

16:00―16:30 排除と共生の日常を物語ることから始める異文化間教育の意義 

―ドイツの青少年の現実に向き合って― 

伊藤 亜希子（福岡大学人文学部）

16:30―17:00 国際感覚を育む授業研究実践と課題ージャカルタ日本人学校の一事例ー 

奥田 麻衣子（広島大学大学院国際協力研究科）

個人発表 105 6 月 18 日

司会： 坪井健（駒澤大学）

13:00―13:30 「東京にしがわ大学」の生涯学習からみたヒューマンライブラリー 

―ヒューマンライブラリー講座を事例として― 

松本 健（元駒澤大学大学院）

13:30―14:00 全学的取り組みとしてのヒューマンライブラリー実践報告～多文化共修科目の取り

組みとも合わせて 

岡 智之（東京学芸大学留学生センター）

14:00―14:30 ゼミプロジェクトヒューマンライブラリー 

：異文化理解のためのさらなる活動について考える 

山下 美樹（麗澤大学）

14:30―15:00 ヒューマンライブラリーの多様化とアフォーダンス 

～「他者」との対話の効果はどこにあるのか～ 

工藤 和宏（獨協大学外国語学部）



 個人 ― 共同 ― ケース／パネル ― ポスター 

個人発表 212 6 月 18 日

司会： 白土悟（九州大学）

13:00―13:30 留学生観光サポーター養成の試み 

阿部 祐子（国際教養大学国際教養学部）

13:30―14:00 在日中国人留学生のソーシャル・ネットワーク再考—福岡都市圏を中心に— 

呉 暁良（九州大学大学院地球社会統合科学府）

14:00―14:30 日本における外国人留学生の就職活動に関するインタビュー調査 

坂井 伸彰（名古屋大学国際教育交流センター）

14:30―15:00 移動する看護人材の言語能力とキャリア形成 

嶋 ちはる（国際教養大学）

個人発表 213 6 月 18 日

司会： 渋谷真樹（奈良教育大学） 
13:30―14:00 教育の「リスク」と異文化間教育の実践：ガート・ビースタの教育論に着目して 

齋藤 眞宏（旭川大学）

14:00―14:30 高校ＳＧＨにおける異文化間能力育成：文化間移動をする生徒と共に 

下島 泰子（東京学芸大学大学院連合 学校教育学研究科）

14:30―15:00 一条校における国際バカロレア教育に関する一考察 

時任 隼平（関西学院大学高等教育推進センター）



 個人 ― 共同 ― ケース／パネル ― ポスター

個人発表 経済学部第３講義室 6 月 18 日

司会： 岡村郁子（首都大学東京） 
13:00―13:30 大垣市きらきら教室 5年間の成果に基づく就学前プレスクールの意義に関する考察 

内田 千春（東洋大学）

13:30―14:00 多言語教育地域における外国籍児童のアイデンティティ 

―バスク自治州の小学校教育に関する事例研究― 

ビジャモール・エレロ エフライン（山口県立大学大学院 国際文化学研究科）

14:00―14:30 日本人（元）高校生のアイデンティティ交渉における空間と言語の役割 

小林 聡子（千葉大学）

14:30―15:00 低年齢で帰国した児童の第二言語能力 ーリテラシーの観点からー 

谷口 ジョイ（静岡英和学院大学）

個人発表 文学部第１講義室 6 月 18 日

司会： 中川祐治（福島大学）

13:00―13:30 日越ビジネスコミュニケーションにおける不安と失敗の捉え方の変容 

西谷 まり（一橋大学国際教育センター）

13:30―14:00 日米間コミュニケーションについての考察−「建前」の二重概念を起点にして− 

中村 義実（新潟県立看護大学）

14:00―14:30 「ピジン」と「同文語族」ー神戸中華同文学校の事例からー 

Yuan.馬場 裕子（立命館大学大学院）  

14:30―15:00 言語・非言語コミュニケーション再考――恣意性に基づく記号から―― 

久保田 真弓（関西大学）



 個人 ― 共同 ― ケース／パネル ― ポスター 

個人発表 文学部第２講義室 6 月 18 日

司会： 小柳志津（首都大学東京） 
13:00―13:30 批判的社会理論以降の多文化教育―その課題と可能性― 

住野 満稲子（東京大学大学院教育学研究科）

13:30―14:00 工業系大学における「グローバル人材」育成をめぐる葛藤：学生・教師の語りから 

加藤 鈴子（九州工業大学 学習教育センター）

14:00―14:30 多文化共生をめざす教師教育カリキュラムのデザイン 

ー多様性と社会的正義に対するスタンスの形成という観点からー 

金井 香里（武蔵大学人文学部）

14:30―15:00 異文化協働プログラムの両義性と境界線越え 

村田 晶子（法政大学）

個人発表 法学部第３講義室 6 月 18 日

司会：森茂岳雄（中央大学）

13:00―13:30 多文化教育論実践報告−アリゾナ州、ニューメキシコ州、テキサス州にて− 

佐々木 明子（宇都宮大学）

13:30―14:00 大学生が語る ESL と異文化教育 ‐ 異文化適応としての語学教育の在り方 

大味 潤（尚美学園大学総合政策学部・芸術情報学部）

14:00―14:30 海外研修プログラム参加者の追跡調査－グローバル人材教育の視点から－ 

阿部 恵（(独)国立高等専門学校機構 八戸工業高等専門学校）  

14:30―15:00 留学とその効果：公立大学の事例から 

桑村 昭（愛知県立大学）
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